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P3 −127　当科 にお ける常位胎盤早期剥離 ・胎児死亡例 の 分娩管理の 検討
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【目的】本 邦 で は常位胎盤 早期剥離 （早剥）
・
胎児死亡 （IUFD ）例 に おける 分娩方法を帝王 切 開 とすべ きか 経腟分娩 とすべ き

か につ い て い ま だ見解が 分か れ て い る ．こ れ まで 当科 で は 早剥 ・IUFD 例 に対 して は積 極 的 に 経腟分 娩 を行 っ て きて い る が，
今回こ の 有効性を検討 した．【方法】2005年 1月〜2008年 9月の 問に 当科 で 管理 した 早剥 ・IUFD 例は 7例で あり，こ れ らの

経 過 や転 帰 につ い て 後 方視 的に 調査 した．【成績】分娩方法は 7 例全例 が 経腟 分娩 で あ っ た．早剥
・IUFD と診断 され た後 は 全

例 に お い て 早期 に人口 破膜が施行され，FOY 投与や 輸血などに よ る抗 DIC 治療下 に分娩管理が行わ れた．全例におい て 自然

に有効 な f宮収縮 が 発 来 し，陣痛 促 進 剤 が 投 与 され た症 例 は な か っ た．分娩が比 較的急速 に 進行 し，当科入院〜胎児 ・
胎盤 娩

出ま で の 時間が 3時間未満で あっ た もの は 3例 であ り （急速進行群），3例 とも経産婦 で あ っ た．一
方，分娩 が比 較的緩徐 に

進 行 し
， 当科入院〜娩出 まで の 時間 が 6 時 間以 上 で あ っ た もの （緩徐進行群）は 4 例 で あり，4 例中 2例は 初産婦、2例 は帝

王切開既 往の あ る経産婦 で あ っ た．急 速 進 行群の 分娩時平均出血量 は 3547g（3260〜3730g）で あ り，3例 中 2 例 で 胎 児 ・胎盤

娩 出後 に血 圧 低下が 認め られ た．一
方，緩徐進行群の 分娩時平均 出血 量 は 1272g（847〜2350g）で あり，娩出後 に亅缸圧低下 が

認められた症例は なか っ た．【結論】当科に お ける早剥 ・IUFD 症例 に 対 して は 全例経腟分娩 で 良好 な結 果 が 得 られ て い る．さ

らに分娩が 急速に 進行する場合 よ りも緩徐に進行する場合の 方が，娩出まで に抗 DIC療法を行 う時間を確保す る こ とが可能
で あ り，分娩時出血 量 の 減少や 娩出後 血圧 低下 を回避 で きる 可能 性 が 示 唆 され た，

P3−128　常位胎盤 早期剥離 に お ける 胎児心拍数図の 実際
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【目的】常位胎盤早期剥離症例の 胎児心拍数図の パ タ
ー

ン を分類 し，臍帯動脈血 液 ガス pH との 関連を見 い だ すこ とを目的と
した．【方法】2004年 1 月か ら 2008年 6月 まで で 当科 で 分娩 とな っ た妊娠 22週以 降の 常位胎盤早 期剥離症 例を対象 と して，
単胎．胎 児異 常 が な く，記録時間が 20分 を超える胎児心拍数図 につ い て 検討した （bradycardiaの 例 を除 く）．分娩方針を決
定 した時点 で の 胎児心拍数図を用 い ，胎児心拍数 基 線，基 線 細 変 動，一過 性 頻 脈の 有無，一過性徐脈の 有無 と種類 につ い てパ

ター
ン分類し，こ れらと臍帯動脈血 液 ガ ス pH の 関連 を検討 した．【成績】総分娩ts　6641例中，常位胎 盤 早期剥離症例 は 45

例 〔e．67％）で あ り，胎 児心 拍 数 図が 存在す る もの が 31例で あっ た．分娩様式は経腟分娩 1例，帝王切開 44例で あ っ た．（1）
基線tachycardiaの 群 （4症例）：2 例は臍帯動脈血液 ガス pH ＞7．15で あ っ た．（2）基線 Dormocardia の 群 （25症例）：reassur −
ing　pattern が 4 例あ り，全例臍帯動脈血 液 ガ ス pH ＞ 7．15 で あ っ た，基 線細変動低下 を認め る 7例 中 3例 は臍帯 動脈 血 液 ガス

pH 〈 7．15で あ り，基線細 変 動 の種類 を 問わ ず PD．　 LD を伴う 7例中，6例 は臍帯動脈血液ガ ス pH ＜ 7．15 で あっ た　Marked
variability で PD を伴 う 2例 は，臍帯動脈血 液 ガ ス pH く 7．OOで あ っ た．また，子宮収縮異常を旱す る 症例が 1例存在 した．
（3）基 線 bradycardiaの 群 （2 症例）： 1例 は 臍帯動脈 血液 ガ ス plI＜7．00で 脳性麻痺 を伴 っ た．【結論】常位胎盤早期剥離症 例

の 胎児心 拍数図は 様 々 なパ ターン を示 した．Reassuring　patternの 症 例 も存在 した，基線細変動低下 を認め る症 例 で は，臍帯
動脈血液 ガス pH は低値の傾向にあ っ た．子宮収縮異常を呈する症例も存在した．

P3−129　当院 にお け る常 位 胎 盤 早期 剥離 10例 の 検討〜凝 固線溶マ ーカーの 有用 性 につ い て
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【目的】常位胎盤早期剥 離 は 臨床症 状 で は 外出 血．下腹部痛，CTG で は さざ波様の 子 宮収縮や 胎 児心 拍 異常 で 疑わ れ，診断が

つ くこ とが多 い ．しか し臨床症 状 が そ ろ わ な い 段 階で は超音波検査も所見が乏 しい ため 診断 が 困 難で あ る ．常位胎盤 早期剥 離
の 発 症 を 疑 っ た 場合，凝 固線溶 マ

ー
カ
ー

が 早期診断 に有 用 と考え，自件例 10例 で 検討 した．【方法12007年 7月 か ら 2008
年 8 月まで に 当院で 経験 した常位胎盤早 期剥 離 10例 （双 胎妊 娠 1例 を含 む）と予 定帝工切 開症例 9例 （双 胎 妊 娠 1例 を含む ）
を対象と した．入 院 時 また は術前検査 で，凝固マ ーカー

で あるア ン チ トロ ン ビ ン （AT ），可溶性 フ ィ ブ リ ン モ ノマ
ー

複合体

（SFMG ）と線溶 マ
ーカー

で ある フ ィ プ IJ ン 分解産物 （FDP ）．　 D ダ イ マ ー
（D −dimer） を A 群）常位胎盤早期剥離群 （10

例） と B 群） コ ン トロ ール 群 （9例）に分 類 し比 較検討 した．【成績】1）分娩週数 は A 群 ：平均 35週 （範囲 30〜37週 ）B
群 ：平均 ：36週 （範 囲 35〜37 週）で 両 群 に 有意 な差 は 認め なか っ た．2）AT は 平 均 値 A 群 ：81．6％，　 B 群 ：85％ で 両群 に

差 は無 か っ た、3）SFMC は平均値 A 群 ： 176．9pg／ml ，　 B 群 ：7．1ptg／ml で有 意 に （p 値 O．OOO6＜ 0．01）A 群で 高値を示 して い

た．4）FDP は 平均値 （88．6μg／ml 　vs 　3．8pg／ml ：p 値 0．G36）で A 群 が 高値 を示 した が 有意差 は 認 め な か っ た．5）D −dimer
は平均値 （30．9pg／ml 　vs 　1．9μgfml ；p 値 0，025）で A 群が 高値を示 した が有意差は認め なか っ た．【結論】常位胎 盤 早期剥離群
で は FDP ，　 D−dimerは術前 よ り高値 を示 して お り，ロr溶性 フ ィ ブ リ ン モ ノ マ

ー
複 合体 （SFMC ）を測 定 し組 み合 わせ る こ と

に よ り早 期診断 につ な が る 可 能性が 示唆 さ れ た．
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